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ノリには突然変異によって生じた色彩変異体が存在し，

それらの交雑によって次世代にキメラ葉状体が発生する

ことが明らかになっている1-3）。一方プロトプラスト再

生系を利用すると，一枚の葉状体中に少数でも存在する

色素変異細胞を分離することが理論上可能である。その

場合再生した葉状体がキメラ葉状体になることはない。

ところが，今回プロトプラスト再生個体中に赤色型と野

生色型のキメラ葉状体が生じているのを発見したので報

告する。

材料および方法

プロトプラストを単離するための母藻には1993年10月

1日に採苗後，有明海柳川市地先で養殖し，10月26日に

冷凍入庫したスサビノリを使用した。この葉状体を滅菌

海水で解凍後，健全な葉状体のみを選び，プロトプラス

ト単離のための酵素処理を行った。酵素処理は，1．0％

パパイン溶液に30分間，0．1％アルカリヘミセルラーゼ

溶液に150分間浸漬して行った。プロトプラストを洗浄

した後，アガロース1．2％を含む培地に固定してE S S

培養液中で通気培養した。培養条件は，温度18℃，照度

5000lx．，日長周期10L14Dに設定した。培養液は約10

日間隔で交換した。

結果および考察

40日間の培養によって再生葉状体の最大葉長群の葉長

は150mmを越えた。得られた再生葉状体約200個体中に

赤色変異葉状体が6個体確認され，6個体中4個体は葉

状体全体が赤色の一色彩型葉状体であったが，残りの2

個体は図1に示すように野生色と赤色がモザイク状に発

現したキメラ葉状体であった。また，これらのキメラ葉

状体の肉眼的に野生色型と認識される部位においても，

顕微鏡観察で赤色型変異細胞が散在しているのが確認さ

れた。

ノリのキメラ葉状体については，突然変異によって発

生したと考えられるものが養殖している葉状体の中に稀

に見つけられる。しかし一般的には，色彩変異体を利用

した交雑によって作出されることが知られている1）。と

ころが交雑によって得られたキメラ葉状体は，最大でも

4区分に色彩が分かれるだけでト3），今回得られたよう

なモザイク状に色彩が分離しているものはこれまで報告

されていない。プロトプラストという単一の栄養細胞が

起源であるにもかかわらず，モザイク状に色彩変異細胞

が生じたことは，細胞分裂によって葉状体が生長する間

に本来は野生色であった細胞の色彩が赤色に変化したか，

図1　プロトプラスト再生個体中に見られたキメラ葉状態の野生型細胞と赤色型細胞の分布

白色：野生型　黒色：赤色型
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あるいはその逆であったと考えるのが妥当である。した

がって，これまでに報告されている交雑によって生じた

キメラ葉状体とは，色彩の発現機構に異なる仕組みが働

いていると考えられる。
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